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広　報

しんおんせん

　２月 26 日、岸田川河口付近の河川敷で世界ジオパーク認定記念クリーン作戦を行い、
100 人を超える住民の皆さんに参加いただきました。親に手を引かれながらごみを拾う小
さな子どもの姿も見られました。河川敷には、飲料缶やペットボトル、発泡スチロール、
古タイヤなどが散乱しており、回収されたごみは 760㎏にも上りました。
　昨年と比べると 200㎏減少しましたが、一人ひとりがごみを持ち帰れば、投棄ごみは確
実に減っていきます。自分のごみは責任を持って持ち帰る、そんなまちを目指しています。

●公立浜坂病院に整形外科常勤医師が赴任	 2 ページ

●地デジ準備をお急ぎください						 4 ページ

●前田純孝賞学生短歌コンクール入賞作品	 7 ページ
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●くらしの情報												 20 ページ 3
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3 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ 安らぎと憩いの空間　新温泉町 ‐



2広報しんおんせん（３月号）

H23（2011）.3.10

町政のうごきから

公
立
浜
坂
病
院

  
整
形
外
科
に
常
勤
医
師
が
赴
任　
　

　
　
　
　
安
心
で
き
る
医
療
を
め
ざ
し
ま
す

　

公
立
浜
坂
病
院
は
整
形
外
科
医
を
採
用
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
整
形
外
科
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
非
常
勤
医
師
の
応
援

も
い
た
だ
き
な
が
ら
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
医
師
の
増
員
と
あ
わ
せ
て
診
療
の
充
実
に
も
努
め
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
　

公
立
浜
坂
病
院　

℡  

82
‐
１
６
１
１

小
児
科
も
診
療
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

２
月
７
日
か
ら
小
児
科
診
療
が
ス

タ
ー
ト
し
、
毎
日
、
池
田
真
也
小
児
科

医
長
が
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
一
人
ひ
と
り
の
話
を
じ
っ
く

り
と
聞
く
診
療
を

行
っ
て
お
り
、
小

児
科
一
般
は
も
と

よ
り
、
池
田
医
長

の
専
門
分
野
で
あ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
の
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
診
療
（
受
付
）
時
間

　
　

月
～
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

　

整
形
外
科
は
現
在
、
非
常
勤
医
師
３

人
に
よ
り
火
～
金
曜
日
の
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
４
月
に
医
師
を
採
用
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
中
旬
に
は
新
た
な
診

療
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

現
在
、
阪
南
市
立
病
院
診
療
部
長
の
室

山
俊
則
医
師
で
、
高
知
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
国
立
高
知
病
院
、
舞
鶴
市
民

病
院
な
ど
で
診
療
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　
※
詳
し
い
診
療
日
程
な
ど
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　小児科の診察室と待合

親子ともに安心できる診療を
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町政のうごきから

暮
ら
し
や
文
化
も
掲
載

ジ
オ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成

　

町
内
を
浜
坂
・
大
庭
、
三
尾
、
諸
寄
、

居
組
、
久
斗
、
湯
村
、
照
来
、
八
田
の

８
地
域
に
分
け
、
地
形
と
地
質
、
人
の

暮
ら
し
と
歴
史
や
文
化
、
産
業
の
概
要

を
ま
と
め
た
地
域
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
ま
し
た
。
写
真
を
多
用
し
て
見

や
す
く
、
専
門
用
語
に
は
説
明
を
付
け

て
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
養
成
や
研
修
に
利
用

す
る
ほ
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
館
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
住
む
ま
ち
を
改
め

て
見
つ
め
る
参
考
書
と
し
て
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

山陰海岸ジオパークを知って知って！

　　　　　　　　売り出そう！
　新温泉町では、「まず、自分の住むまちを知ってもらおう」とガイドブックを製作し、ガイド育成
などに活用しています。また、水産物加工品などに山陰海岸ジオパークのロゴシールを貼るなど新
温泉町の特産物をジオ商品として売り出し始めました。
　湯村温泉や海岸には、ジオを体感しようとする韓国など外国からのお客様や、ジオの恵みである
温泉や料理を堪能し、ジオが息づく人情にふれようとする観光客の姿も見られます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山陰海岸ジオパーク館　℡８２ ‐ ５２２２

ギ
リ
シ
ャ
・
レ
ス
ボ
ス
島

ジ
オ
パ
ー
ク
と
姉
妹
提
携

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
2
月
12

日
、
先
進
地
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
・
レ
ス

ボ
ス
島
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
姉
妹
提
携
を

結
び
ま
し
た
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
入
り
し
た
こ
と
を
記
念
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
岡
本
町
長
を
は
じ
め
関
係

自
治
体
の
首
長
が
同
席
し
ま
し
た
。
Ｇ

Ｇ
Ｎ
委
員
で
レ
ス
ボ
ス
島
ジ
オ
パ
ー
ク

の
責
任
者
で
も
あ
る
ニ
コ
ラ
ス
・
ゾ
ウ

ロ
ス
さ
ん
と
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
会
長
の
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長

が
書
面
に
署
名
し
て
提
携
が
成
立
。
資

源
保
全
や
活
用
に
つ
い
て
の
専
門
知
識

や
科
学
技
術
、
人
材
育
成
や
宣
伝
な
ど

多
く
の
分
野
で
連
携
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
視
察

　

2
月
11
日
、
Ｇ
Ｇ
Ｎ
認
定
を
目
指
し

て
い
る
高
知
県
の
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
か

ら
商
工
会
員
な
ど
22
人
が
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
館
を
訪
れ
、
Ｇ
Ｎ
Ｎ
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
従
来
の
よ
う
な
観
光
だ

け
で
は
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
も

う
と
本
町
を
訪
れ
る
人
も
増
え
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
人

の
営
み
そ
の
も
の
。
身
近
な
こ
と
か
ら

活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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4

な
ぜ
地
デ
ジ
化
す
る
の
？

は
無
限
に
使
え
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
通
信
や

放
送
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
電
波
の
周

波
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
日

本
で
は
通
信
機
器
の
多
様
化
に
よ
り
、

そ
の
限
り
あ
る
周
波
数
に
余
裕
が
な

く
、電
波
が
過
密
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
デ
ジ
へ
移
行
す
る
こ
と
で
電
波
を

効
率
的
に
利
用
で
き
る
た
め
、
空
い
た

周
波
数
を
使
っ
て
、
携
帯
電
話
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
）、
災
害
時
の
移
動
通
信
シ

ス
テ
ム
な
ど
新
し
い
情
報
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。地

デ
ジ
で
テ
レ
ビ
は　

　
　

   

ど
う
か
わ
る
の
？

ジ
は
、
従
来
の
地
上
ア
ナ

ロ
グ
放
送
と
比
べ
て
、
高

品
質
、
高
音
質
の
放
送
を
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
、
番

組
情
報
を
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
デ
ー

タ
放
送
や
、
字
幕
放
送
な
ど
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
優
し
い
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
高
度
で
多
様
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　地デジ完全移行まであと４ヵ月

　 地デジ準備を　　　
　　　お急ぎください

　皆さん、地上デジタル放送（以下地デジ）への対応はお済みですか。
テレビ放送は今年７月 24 日に、アナログ放送から地デジへ完全に移行
します。テレビ画面右上に「アナログ」と表示されている場合は、各ご
家庭で地デジを視聴する準備をしないとテレビを見ることができなくな
ります。アナログ放送終了間際になると、アンテナ工事などが集中し、
地デジ対応が間に合わなくなる場合もありますので、早めに準備をして
おきましょう。　　　　企画課　通信基盤整備係　℡ 82 ‐ ５６２４

地
デ
ジ
を
見
る
に
は

　

地
デ
ジ
の
視
聴
に
は
、
受
信
環
境
に

応
じ
た
対
策
が
必
要
で
す
。

機
器
の
購
入

　

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
を

購
入
す
る
か
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

購
入
し
、
現
在
お
使
い
の
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
に
接
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
な
ど
を
接
続
し
て
視
聴
す
る
場

合
に
は
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
一
部

機
能
が
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

環
境
の
整
備

　

町
内
で
地
デ
ジ
を
視
聴

す
る
方
法
と
し
て
は
、
浜
坂
地
域
で
は

個
人
で
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
個
別
受

信
の
方
法
と
共
同
受
信
施
設
か
ら
電
波

を
受
信
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

温
泉
地
域
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
し
て
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
個
別
受
信
の
場
合
、
地
デ

ジ
を
視
聴
す
る
に
は
、
地
デ
ジ
対
応
テ

レ
ビ
も
し
く
は
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
が

必
要
で
、
加
え
て
地
デ
ジ
電
波
を
受
信

す
る
た
め
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
の
購
入
、
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
や
調
整
は
、
電
気
店
等
に
相

電
波

地
デ

対
応

受
信
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談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

地
デ
ジ
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」「
う
ち
は
ア
ン
テ

ナ
（
個
別
受
信
）
で
見
ら
れ
る
の
？
」、

「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
受
信
で
き
な
い
」
な
ど
と
い
う
場

合
に
は
、
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。
ま
ず
は
、
デ
ジ
サ
ポ
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

▼
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫

　

℡
（
０
７
８
）
３
３
０
‐
０
１
０
１

「
何
を

地デジチューナーの無償給付を実施中
　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ
視聴できない世帯に対し、地デジ放送受信のための簡易
チューナー（１台）を無償給付する支援を行っています。
◆対象
・生活保護世帯などでＮＨＫ放送受信料が全額免除の
　世帯　　詳しくは、℡０５７０ ‐ ０３３８４０へ
・住民税非課税の世帯
　詳しくは、　℡０５７０ ‐ ０２３７２４へ

　　　　悪質商法に注意を
　地デジ対応に関連して「助成金が支給されるので手
数料を払ってください」「受信対策に工事費が必要で
す」など、総務省やテレビ局などをかたる詐欺行為が
発生しています。
　国や関係機関が、直接費用の請求を行うことは一切
ありません。請求を受けた時はすぐに支払わず、警察
や消費生活相談窓口（℡ 92 ‐ 1131）にご相談くだ
さい。

デジサポがお手伝します

　

兵
庫
県
は
、
多
自
然
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
「
地
域
再
生
大
作
戦
」
を
展

開
し
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
を
行
う
集

落
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
集
落
で
も
、
に
ぎ
わ
い
創

造
や
活
性
化
、
農
業
振
興
、
定
住
・
移

住
等
の
活
動
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。

①
小
規
模
集
落
元
気
作
戦

　

地
域
づ
く
り
の
合
意
形
成
や
都
市
住

民
と
の
交
流
を
通
じ
た
集
落
活
性
化
を

支
援
し
ま
す
。

▽
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

▽
都
市
と
集
落
の
マ
ッ
チ
ン
グ

▽
交
流
ト
ラ
イ
や
る
事
業

▽
交
流
等
拠
点
整
備
支
援
事
業

　

事
業
費
の

1/2
補
助
、
上
限
３
百
万
円

②
ふ
る
さ
と
自
立
計
画
推
進
モ
デ
ル

　

自
ら
行
動
し
よ
う
と
す
る
地
域
を
支

し
ま
す
。

▽
合
意
形
成
、
自
立
計
画
策
定
支
援

　

定
額
補
助
、
上
限
百
万
円

▽
自
立
計
画
実
践
ト
ラ
イ
や
る
事
業

　

事
業
費
の

1/2
補
助
、
上
限
75
万
円

▽
ふ
る
さ
と
自
立
拠
点
等
整
備
支
援
事

業

　

事
業
費
の

1/2
補
助
、
上
限
３
百
万
円

③
地
域
再
生
拠
点
等　
　
　
　

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

　　

地
域
の
元
気
を
創
出
す
る
た
め
、
既

存
の
助
成
制
度
で
は
対
応
が
困
難
な
事

業
規
模
の
拠
点
整
備
等
を
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

▽
実
施
計
画
策
定
支
援

　

定
額
補
助
、
上
限
２
百
万
円

▽
事
業
実
施
支
援

　

事
業
費
の

1/2
補
助
、
上
限
５
千
万
円

④
「
む
ら
の
将
来
」
検
討
支
援
事
業

　

集
落
の
10
～
20
年
先
を
見
据
え
、
必

要
と
な
る
取
り
組
み
へ
の
合
意
形
成
と

実
践
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。（
補

助
金
で
は
な
く
、
県
が
事
業
を
実
施
し

ま
す
。）

▽
集
落
点
検
と
将
来
予
測

▽
将
来
構
想
の
検
討

◆
応
募
期
限

　

①
③
④
は
、
３
月
16
日
（
水
）

　

②
は
、
３
月
31
日
（
木
）

◆
詳
し
く
は
、
企
画
課
企
画
政
策
係

　
（
℡
82
‐
５
６
２
４
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

  

地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

　

  「
地
域
再
生
大
作
戦
」
モ
デ
ル
集
落(

地
域)

募
集
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浜
坂
西
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が　
　
　
　

　

ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作

　

浜
坂
西
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

が
、
第
７
回
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探
検

隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
を
受
賞

し
、
２
月
９
日
、
美
方
郡
広
域
消
防
本

部
の
伊
賀
次
長
か
ら
賞
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全

国
か
ら
３
１
７
団
体
１
６
０
７
点
の
応

募
が
あ
り
、
そ
の
百
点
以
内
に
選
ば
れ

た
も
の
で
す
。

　

同
小
の
４
年
生
19
人
が
昨
年
５
月
、

西
浜
ナ
イ
ン
と
海
っ
子
Ｔ
Ｅ
Ｎ
の
２

チ
ー
ム
の
少
年
防
災
隊
を
結
成
。
地
域

の
人
や
消
防
職
員
、
担
当
教
諭
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
実
際
に
諸
寄
地
区
を
探

検
し
、
危
険
個
所
の
ほ
か

道
幅
、
消
火
栓
、
避
難
場

所
な
ど
緊
急
時
に
大
切
な

場
所
を
確
認
し
て
歩
き
ま

し
た
。

　

マ
ッ
プ
に
は
、
探
検
で

発
見
し
た
こ
と
や
学
習
を

通
し
て
大
切
だ
と
思
っ
た

こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
消
火
栓
や
防
火

水
槽
の
周
囲
に
駐
車
し
て

い
て
、
火
事
の
時
に
使
え

な
い
。
み
ん
な
の
注
意
と

協
力
が
大
切
」「
危
険
だ

と
感
じ
た
所
を
家
の
人
や

下
級
生
に
も
伝
え
た
い
」

な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、

お
と
な
に
も
役
立
つ
も
の

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
理
解
と
動

機
づ
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

町
は
、
焼
却
ご
み
の
減
量
と
資
源
の

有
効
活
用
の
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

飲
料
缶
、
紙
類
な
ど
資
源
ご
み
の
分
別

排
出
を
住
民
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
の
回
収
量
に
応
じ

た
奨
励
金
制
度
を
設
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子

ど
も
会
、
各
種
団
体
な
ど
の
資
源
回
収

を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。「
ノ
ー
、
レ

ジ
袋
」
運
動
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
ご
み
の
排
出
量
（
処
理
量
）
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
い
っ
そ
う
の

ご
み
の
分
別
・
排
出
と
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

温
泉
小
学
校
の
児
童

会
は
２
月
16
日
、
プ
ル

タ
ブ
を
回
収
し
て
購
入

し
た
車
い
す
２
台
を
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
贈

り
ま
し
た
。

　

児
童
会
が
福
祉
学
習

の
一
環
と
し
て
平
成
10

年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
度
は
、

新
聞
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
呼
び
か
け
た
結

果
、
保
護
者
や
校
区
の

住
民
だ
け
で
な
く
、
埼

玉
や
和
歌
山
な
ど
全
国

各
地
か
ら
プ
ル
タ
ブ
が

寄
せ
ら
れ
、
６
２
０
㎏

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

一
年
間
、
回
収
活
動

を
先
導
し
て
き
た
６
年

生
は
、「
回
収
活
動
で

思
い
や
り
の
心
、
助
け

合
う
心
の
大
切
さ
に
気

づ
い
た
。
こ
の
温
泉
小

学
校
の
伝
統
を
継
続
し

て
ほ
し
い
。」
と
下
級

生
に
思
い
を
伝
え
ま
し

た
。

　

福
祉
学
習
と
し
て
始

め
た
プ
ル
タ
ブ
回
収
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前
田
純
孝
没
後
百
年  

記
念
展

　

前
田
純
孝
は
、
１
９
１
１
（
明
治

44
）
年
９
月
25
日
、
諸
寄
で
31
歳
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
年
は
没
後
百
年

に
あ
た
り
、
改
め
て
顕
彰
し
ま
す
。

◇
と
き　

９
月
10
日（
土
）～
28
日（
水
）

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

第
16
回

「前
田
純
孝
賞
」

　

学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

 前 田 純 孝 ( 翠渓 )
　（１８８０～１９１１）
　前田純孝は諸寄に生まれ、
東京高等師範学校時代に機
関誌「明星」に作品を発表し、
与謝野鉄幹や晶子らと共に
活動した。生涯 2,000 首に
も及ぶ短歌を遺し、「東の啄
木、西の翠渓」と並び称さ
れている。詩や童謡の作詞、
作曲なども手がけた。

前
田
純
孝
賞

　

あ
と
十
秒
最
後
の
力
振
り
し
ぼ
り
相
手
に
届
け
オ
レ
の
拳
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
神
戸
朝
鮮
高
級
学
校　
　
　

権　

尚
輝

夕
立
ち
が
大
き
な
虹
を
連
れ
て
き
た
宿
題
終
え
た
ぼ
く
の
頭
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
教
育
大
学
附
属
平
野
中
学
校　

岩
本 

誠
司

春
の
風
桜
の
香
り
白
い
肌
眩
し
い
笑
顔
は
じ
め
て
の
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
国
際
大
学　
　
　
　
　
　

ハ
ン
ジ
ョ
ン
ミ
ン

準
前
田
純
孝
賞

　

く
や
し
く
て
涙
を
流
し
た
あ
の
頃
に
今
年
は
勝
った
と
伝
え
て
あ
げ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
学
校　

山
岸
葉
月

新
温
泉
町
長
賞

　

文
化
祭
皆
で
作
った
大
道
具
劇
が
終
わ
って
壊
す
さ
び
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
学
校　

古
西
優
哉

　

曲
が
ら
ぬ
指
テ
ー
ピ
ン
グ
し
て
い
ざ
本
番
激
痛
に
耐
え
シ
ン
バ
ル
握
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校　

乙
野
希
生

　

木
々
た
ち
が
風
に
な
び
い
て
さ
よ
な
ら
と
赤
く
染
ま
った
腕
を
振
って
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
学
校　

松
原
し
お
り

　

昼
前
に
溶
け
て
無
く
な
る
春
の
雪
季
節
は
少
し
動
い
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
中
学
校　
　

三
島
由
佳

神
戸
新
聞
社
賞　

　

昼
休
み
弁
当
開
け
る
と
ウ
ィ
ン
ナ
ー
が
お
疲
れ
さ
ま
と
言
って
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校　

大
上
彩
佳

佳
作

　

校
庭
の
白
い
地
面
に
足
跡
で
描
か
れ
て
い
く
不
思
議
な
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校　

中
村
憲
史

学
校
賞　

浜
坂
高
等
学
校
、
夢
が
丘
中
学
校　
　
　
　

今
年
は
前
田
純
孝
没
後
百
年

　
　
　

  　
　

記
念
展
を
開
催　
９
／
10
～
28

　

次
代
を
担
う
若
者
に
、
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
、
前
田
純
孝
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
前
田
純
孝
賞
」学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

16
回
目
の
今
年
は
、
全
国
各
地
か
ら
４
，
０
１
４
首
（
中
高
校
生
の
部
３
，

７
５
４
首
、
大
学
生
の
部
２
６
０
首
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
前
田
純
孝
と
ゆ

か
り
の
あ
る
佐
佐
木
幸
綱
先
生（「
心
の
花
」主
宰
・
編
集
長
）が
最
終
選
考
を
行
い
、

入
賞
作
品
94
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、
前
田
純
孝
賞
と
町
内
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◇
内
容　

純
孝
の
あ
ゆ
み
や
作
品
な
ど

を
パ
ネ
ル
で
紹
介

歌
碑
巡
り
・
講
演
会

◇
と
き　

９
月
25
日
（
日
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０
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町政のうごきから

中
学
校
の
活
躍
ぶ
り
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
し
て
は

　

夢
が
丘
中
野
球
部
、
浜
坂
中
サ
ッ

カ
ー
部
の
快
挙
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
両
チ
ー
ム
の
試
合
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
さ
ら
に
町
が
活
気
づ
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
か
な

か
試
合
を
見
る
機
会
も
な
い
の
で
、

み
ん
な
の
活
躍
を
見
た
い
で
す
。            

　

 　
　
　
　
　

    （
50
歳
代　

女
性
）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
４
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
山
登
り
）
や
マ

ラ
ニ
ッ
ク
（
マ
ラ
ソ
ン
と
ピ
ク
ニ
ッ

ク
を
兼
ね
た
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
）
が

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の

健
康
づ
く
り
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
勧

め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

     （
30
歳
代　

女
性
）

新
生
活
運
動
を
進
め
よ
う

　

数
年
前
、
大
阪
市
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

し
ま
し
た
。
香
美
町
で
は
香
料
や
病

気
見
舞
の
返
礼
、
葬
儀
の
昼
食
な
ど

定
額
化
、
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
生
活
改
善
の
た
め
、
新

温
泉
町
で
も
香
料
や
返
礼
な
ど
の
金

額
・
方
法
に
つ
い
て
町
と
し
て
決
め

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

            　

   　

  （
浜
坂　

池
水
正
巳
）

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
月
の
行
事

予
定
な
ど
に
基
づ
い
て
取
材
を
行
っ
て

い
ま
す
。
見
た
い
番
組
や
取
材
し
て
ほ

し
い
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
も

募
集
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
要
望
に

応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

提
案
い
た
だ
い
た
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
模
様
も
放
映
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
撮
影
し
た

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
提
案

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
町
に
は
、
小
学
校
区
単
位
で
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
住
民
が
、
身
近
な
学
校
体
育
施
設

な
ど
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
自
主
的
に
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
教
室
、
健
康
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

提
案
い
た
だ
い
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
年
に
数
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、

地
区
公
民
館
や
団
体
な
ど
が
主
催
し
た

登
山
会
も
あ
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
と

あ
わ
せ
て
自
然
体
験
や
参
加
者
と
の
交

流
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

新
生
活
運
動
と
は
、
昭
和
20
年
代
か

ら
30
年
代
に
か
け
て
、
婚
葬
祭
時
の
住

民
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

全
国
各
地
に
広
ま
っ
た
運
動
で
す
。
祝

儀
や
不
祝
儀
に
お
い
て
、
金
額
を
一
律

に
低
く
設
定
し
た
り
、
お
返
し
を
辞
退

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
る
な
ど
冠
婚

葬
祭
を
簡
素
化
す
る
も
の
で
す
。
現
在

も
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
る
地
方
自

治
体
も
あ
る
よ
う
で
す

　

旧
町
時
代
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
連
合
自
治
会
、
婦
人
会
等
の
申
し
合

わ
せ
に
よ
り
、
香
典
返
し
廃
止
の
ポ
ス

タ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
定
着

し
て
き
た
こ
と
か
ら
現
在
は
配
布
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、香
料
等
の
金
額
に
つ
い
て
は
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
の
が
現
状

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
の
映
像
を
提
供

い
た
だ
き
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組

内
で
紹
介
す
る
「
夢
ネ
ッ
ト
応
援
隊
」

制
度
も
あ
り
ま
す
。
以
前
放
送
し
た
夢

が
丘
中
学
校
野
球
部
の
県
大
会
の
映
像

が
そ
う
で
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な

り
番
組
作
り
に
参
加
で
き
る
制
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
時
に
は
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
長　

田
中
雅
樹
）

で
あ
り
、
町
が
主
導
し
て
決
め
る
内
容

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
町
民
課
長　

中
村　

茂
）
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

民
間
住
宅
に
も
町
営
住
宅
と

同
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

　

町
営
住
宅
希
望
者
で
入
居
条
件
を

ク
リ
ア
し
て
も
空
き
が
無
か
っ
た

り
、
抽
選
で
漏
れ
た
町
民
に
対
し
て
、

町
内
の
一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
入
居
す
る

場
合
、
町
営
住
宅
と
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
（
家
賃
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

火
葬
場
の
利
用
料
を
無
料
に

　

火
葬
場
の
利
用
は
誰
も
が
一
度
き

り
で
、
ラ
ン
ク
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
の
で
、
町
民
や
一
定
の
条
件
に
該

当
さ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
全
額
税
金

負
担
に
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

全
国
に
は
、
地
域
の
定
住
対
策
や
高

齢
者
福
祉
対
策
と
し
て
、
民
間
賃
貸
住

宅
の
入
居
者
に
対
し
て
家
賃
補
助
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
内
容
に
は
統
一
的
な

基
準
は
無
く
、
自
治
体
ご
と
に
独
自
の

補
助
制
度
を
つ
く
り
、
財
源
は
自
治
体

の
税
収
に
よ
り
賄
っ
て
い
る
の
が
実
態

の
よ
う
で
す
。

　

町
内
に
も
民
間
住
宅
が
多
数
存
在
し

ま
す
が
、
現
在
そ
の
よ
う
な
補
助
制
度

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
低
所
得
者
、
母

子
家
庭
、
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
な
ど

生
活
弱
者
に
対
す
る
救
済
と
い
う
点
で

は
有
効
な
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
財
源
確
保
等
課
題
も
多
い
こ
と
か

ら
、
既
存
の
町
営
住
宅
を
維
持
管
理

す
る
以
上
の
こ
と
は
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。（
建
設
課
長　

田
中　

茂
）

　

本
町
で
は
、
火
葬
事
業
は
美
方
郡

広
域
事
務
組
合
で
香
美
町
（
香
住
区

除
く
）
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

火
葬
施
設
は
「
美
方
苑
」
と
言
い
、

専
任
職
員
４
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
21
年
度
は
３
５
５
件
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
運
営
に
は

年
間
４
千
６
百
万
円
が
必
要
で
、
そ

の
内
千
４
百
万
円
は
利
用
者
負
担
、

３
千
２
百
万
円
は
新
温
泉
町
と
香
美

町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
利
用
料
は
同

組
合
の
「
火
葬
場
の
設
置
及
び
使
用
に

関
す
る
条
例
」
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、

管
外
者
は
５
割
増
し
の
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
民
が
平
等
に
１
回
利
用
す
る
と
い

う
ご
指
摘
の
点
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

全
額
税
金
に
な
り
ま
す
と
別
の
財
源
が

必
要
に
な
り
、
他
の
事
業
が
制
約
さ
れ

ま
す
。

　

永
年
培
っ
た
利
用
者
負
担
も
堅
持

し
、
税
金
も
投
入
し
な
が
ら
一
部
負
担

を
い
た
だ
く
現
在
の
方
式
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。　
（
町
民
課
長　

中
村　

茂
）

　

ま
た
、
３
月
12
日(

土)

に
、「
健

康
と
正
し
い
歩
き
方（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
後
も
、
住

民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を
考
え
て
様

々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
を
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
や
体
力

向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。（
社
会
教
育
課
長　

中
村
光
春
）

図
書
館
の
開
館
時
間
の
延
長
を

　

閉
館
時
間
が
６
時
だ
と
、
仕
事
帰

り
に
利
用
し
に
く
い
。
わ
ざ
わ
ざ
休

日
に
出
か
け
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
、
平
日
の
開
館
時
間
を
延
長
し
て

ほ
し
い
。
新
聞
を
最
低
１
ヶ
月
前
ま

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。 

閉
館
後
、
図
書
館
の
外
で
高
校
生
が

迎
え
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
対
策
を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。　
　

  　

  （
30
歳
代　

男
性
）

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
の
開
館
時

間
は
月
～
金
曜
日
が
午
前
10
時
～
午
後
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 � 9 0

６
時
、
土
・
日
曜
日
が
午
前
10
時
～
午

後
５
時
で
す
。
休
館
日
は
毎
週
の
木
曜

日
、
毎
月
の
第
３
火
曜
日
（
図
書
整
理

休
館
日
）・
第
４
月
曜
日
で
す
。、
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
も
年
末
年
始
な
ど
を
除
い

て
開
館
し
て
お
り
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
利
用
時
間
の
延
長
に
は
、
職

員
を
増
員
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
状
で

の
実
現
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

勤
労
者
の
ゆ
と
り
あ
る
図
書
館
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
に
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

新
聞
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
開
架

棚
の
容
量
上
、
そ
の

月
分
の
み
を
置
い
て

い
ま
す
が
、
新
聞
各
紙
は
最
低
１
年
間

保
存
し
て
い
ま
す
の
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー

窓
口
ま
で
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
お

読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
を
利
用
し
、
閉
館

後
、
玄
関
先
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

る
高
校
生
を
み
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
閉
館
後
は
周
囲
が
暗
く
、
不
用

心
と
な
り
が
ち
で
す
。
明
る
い
う
ち
に

早
く
自
宅
に
帰
る
よ
う
見
守
り
、
指
導

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
図
書
館
長　

中
村
光
春
）

 夢つばめ（町民バス）　　　
　　　      デザインを一新

町政のうごきから

　町民バスの車両は、全但バスの車両と町の 7 台の
スクールバスを活用してきました。利用者の方からデ
ザインがまちまちで、分かりにくいとの意見をいただ
いており、町所有の車両のデザインを統一することに
しました。
　ジオパークデザインの車両はそのまま運行します
が、それ以外の５台と、新たに導入した２台の合計７
台は、装いも新たに運行します。白地に、町章をモチー
フにしたブルーとグリーンの流れる線を描いた、すっ
きりしたデザインです。
　皆さまに親しまれる町民バスを目指して運行します
ので、ぜひご利用ください。

（全但バス車両も引き続き運行します。）

　▼問い合わせ　企画課企画政策係　℡ 82 ‐ 5624

　

町
内
で
ま
だ
携
帯
電
話
で

通
話
で
き
な
い
地
区
が
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
町
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
町
が
携
帯
電
話

基
地
局
（
平
成
14
年
度
三
尾

基
地
局
、
16
年
度
釜
屋
基
地
局
、
21

年
度
境
基
地
局
）
を
整
備
す
る
な
ど

携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
不
感
地

域
解
消
の
努
力
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
携
帯
電
話
が
使
え

な
い
不
感
エ
リ
ア
が
小
規
模

集
落
で
残
っ
て
い
ま
す
。
今

や
携
帯
電
話
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
と
ど

ま
ら
ず
、
緊
急
時
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
便
利
で
大
切

な
道
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
参
入
が
前
提
と

な
る
た
め
、
引
き
続
き
要
望

活
動
を
行
う
な
ど
不
感
地
域

解
消
の
た
め
の
取
組
み
を
進

め
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
通
信
基
盤
整
備
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

 

ま
ち
の
情
報
化　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

ＱＡ
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　道の駅施設整備検討委員会が報告書を提出　
　　　　　雇用の創出と後継者の育成を　　　　　　

H23（2011）.3.10

広報しんおんせん（３月号）

 　　　　　　　　　　　　   　ＮＺ クライストチャーチで大地震　　
　  浜坂中学校姉妹校
      オックスフォード・エリアスクールにお見舞いの電話をかけました
　ニュージーランドのクライストチャーチで大地
震が発生したことから、2 月 24 日、岡本町長と
松岡教育長、朝野健二国際交流協会会長が浜坂中
学校と姉妹提携をしているオックスフォード・エ
リアスクールのボブ・ノリッシュ校長に電話をか
け、地震による被害状況を尋ねたほか、お見舞い
と一日も早い復興を願う気持ちを伝えました。
　同スクールは、クライストチャーチから約 55
キロ北西にあり、浜坂中学校と平成８年に姉妹提
携し、両校の生徒がお互いに訪問し合うなど交流
を重ねてきました。
　電話では、町長が「大地震の報道を見て驚いて
おり、遠方で力になれないことが心痛い。一日も
早い復興を心から祈っている。」と話し、浜坂中
学校の山田幸子教諭が通訳しました。
　今年は、７月に同スクールから７人の生徒が来
町し、８月には同中学生も訪問することになって
います。ノリッシュ校長は、学校施設には目だっ

た被害もないことを伝えた上で、「スクールの生徒
は新温泉町に行くことをとても楽しみにしている。
浜坂中学校の来訪も歓迎するので安心してきてほし
い。」と話していました。
　また、同中学校３年生 119 人は、自分たちに今
何ができるかを考え、被災した人に声をかけること
から始めようと、同スクールに宛てて励ましのメッ
セージをメールで送りました。

　県道浜坂井土線栃谷バイパス周辺への道の駅整
備を検討してきた道の駅施設整備検討委員会（田
中一成委員長）は、２年間の検討内容を報告書に
まとめ、２月２２日に岡本町長に提出しました。
　同委員会は、栃谷バイパスに付帯する「道の駅」
のあり方提言書をもとに、町としての道の駅の整

備について調査、検討するため、町内の各種団体の
代表者６名などで組織しているものです。
　報告書では、農産物等販売所兼案内所のほか、山
陰海岸ジオパークや農業体験の窓口機能を持たせ、
町内各集落の「○○地区の日」イベントを開催する
など、町外者や観光客に限らず、町の人が誰でも自
由に集うことができる賑やかな施設となるよう検討
されています。
　町としては、この報告書をもとに、雇用の創出と
町の産業の後継者育成を図る拠点として成り立たせ
ていきたいと考えています。今後は、開業後の運営
体制を見据えて、加工グループ、農家育成など計画
的に検討を進めていくことにしています。

▼問い合わせ　企画課企画政策係　℡ 82 ‐ 5624

町政のうごきから

報告書を提出する田中委員長（中央）と
猪坂副委員長（左）
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広報しんおんせん（３月号）

 
最
新
「
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
」
の
紹
介

 　
み
て
ま
な
ぶ　

こ
こ
ろ
豊
か
な　

ひ
と
づ
く
り

　
　
　

地
域
の
行
事
や
職
場
・
団
体
の
研
修
な
ど
に
お
使
い
く
だ
さ
い

　

文
化
会
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
、
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
の
無
料
貸
出
を
行
っ
て

い
ま
す
。
身
近
で
、
ど
な
た
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
す
の
で
、
グ
ル
ー

プ
や
団
体
の
集
ま
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
回
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
以
外
に
も
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
１
４
４
本
の
ビ

デ
オ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

　

仕
事
一
筋
で
、
も

う
す
ぐ
定
年
を
迎
え

る
主
人
公
。
妻
は
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
る
。
あ
る

日
、
退
職
日
を
目
前

に
妻
が
急
死
。
息
子
と
も
対
立
し
、
孤

立
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
中
、
妻
が
お

世
話
を
し
て
い
た
高
齢
者
や
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
仲
間
を
通
じ
て
、
妻
の
こ
と

を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
痛

感
す
る
。
日
頃
の
自
分
自
身
の
言
動
を

振
り
返
り
、
身
近
な
人
や
出
来
事
、
地

域
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
考
え
ま

す
。

　

百
合
は
、
雪
国
出
身
の
青
年
・
一
郎

と
婚
約
し
た
が
、
家
を
訪
ね
て
き
た
少

女
を
彼
の
母
が
邪
険
に
追
い
返
し
た
の

を
見
て
不
審
に
思
う
。
実
は
、
一
郎
の

姉
が
被
差
別
部
落
の
男
性
に
嫁
い
で
絶

縁
状
態
に
あ
り
、
少
女
は
そ
の
娘
だ
っ

た
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
百
合
の
両
親

は
、
結
婚
に
難
色
を
示
す
。
結
婚
を
通

し
て
部
落
差
別
の
問
題
を
考
え
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
暮
ら
す
的
場
夫
妻

が
町
内
会
長
の
役
割
が
回
っ
て
き
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
活
動
や
仕
事

を
通
じ
て
、
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
に
か
か

わ
る
う
ち
に
、
自
分
た
ち
も
と
も
す
れ

ば
軽
視
し
が
ち
な
「
家
庭
内
の
人
権
」

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
ま
す
。

 

親
愛
な
る
、
あ
な
た
へ

　
（
ド
ラ
マ
37
分
）
地
域
社
会
と
人
権
全
般

 
根
雪
と
け
る
頃
（
ド
ラ
マ 

47
分
）

　
　
　
　
　
　
　

同
和
・
結
婚
問
題

 

新
し
い
風　
（
ド
ラ
マ 

30
分
）

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
・
女
性
問
題

　

主
人
公
は
、
生
ま
れ
つ
き
重
度
の
障

が
い
を
持
つ
た
め
孤
立
し
が
ち
で
あ
っ

た
が
、
あ
る
出
来
事
を
契
機
に
人
と
交

流
し
、
人
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
自
ら

の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を
知
る
。
以

来
、
ベ
ッ
ド
式
車
椅
子
を
押
し
て
も

ら
っ
て
旅
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
実
話

を
も
と
に
、
重
度
障
が
い
者
の
自
立
と

人
と
人
の
心
の
交
流
を
描
い
て
い
ま

す
。

　

目
の
不
自
由
な
正
彦
、
幼
稚
園
の
頃

の
先
生
と
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
。

や
が
て
ギ
タ
ー
演
奏
す
る
よ
う
に
な

り
、
目
の
不
自
由

な
仲
間
達
と
共
に

ギ
タ
ー
演
奏
会
が

開
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
差
別
意

識
や
偏
見
で
物
事

を
見
る
の
で
は
な

く
、「
あ
り
の
ま
ま
」
を
「
ま
っ
す
ぐ
」

見
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。

　

配
偶
者
か
ら

の
暴
力
は
、
犯

罪
と
な
る
行
為

を
も
含
む
重
大

な
人
権
侵
害
で

す
。
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
は
、

あ
な
た
の
身
近

な
と
こ
ろ
で
お
き
て
い
ま
す
。
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
根
絶
を
め
ざ
し
て
、「
配

偶
者
暴
力
防
止
法
」
の
し
く
み
等
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

実
際
に
あ
っ
た
高
齢
者
の
虐
待
報
告

を
３
話
オ
ム
ニ
バ
ス
の
再
現
ド
ラ
マ
形

式
で
紹
介
し
ま
す
。（
事
例
１　

介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
入
れ
な
い
。
事
例
２

　

虐
待
の
自
覚
が
な
い
。
事
例
３　

要

介
護
状
態
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。）

　

高
齢
者
の
介
護
の
問
題
点
と
虐
待
を

防
ぐ
対
応
法
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

ま
す
。

 

風
の
旅
人　
（
ア
ニ
メ 

30
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
問
題

 

わ
す
れ
る
も
ん
か
（
ア
ニ
メ
40
分
）

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
問
題

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

     

虐
待
防
止
シ
リ
ー
ズ
高
齢
者
虐
待（
26
分)

 

尊
厳
を
奪
わ
な
い
た
め
に

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
根
絶

　
　

を
め
ざ
し
て
（
35
分)
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　早春の岸田川河口は、ウミネコが群れ、カルガモ
やカンムリカイツブリがゆったりと波間に揺れてい
ます。冷たい風の中、双眼鏡を片手に野鳥を追って
岩場を歩いていくと、足元には早くも春の草が芽吹
いています。赤い新芽を出している宿根性の多年草、
シャクチリソバ（赤地利蕎麦）に初めて出逢ったの
もこの河口でした。ヒマラヤ原産のこの野草は明治
の始め、薬用として導入されましたが、昭和の終わ
り、薬草園から逃げ出し、方々で野生化したという
ことです。また、アレロパシーという他の生物に何
らかの影響を及ぼす物質を含んでいるそうで、日本
全土に広がったのは、そのあたりに因するのかも知
れません。
　三角形の葉をつけた茎は、夏頃 1 ｍほどに伸び、
茎先の葉脇に白い小さな花を次々と咲かせます。花
の直径は �mm ほど、� 枚のがく片の中に、赤紫の
８本の雄しべ、3 本の白い花柱（かちゅう）、真ん
中に黄色い 8 個の蜜腺（みつせん）があります。黒
い実は蕎麦にそっくりで、苦味はあるが食用になる
というので収穫を試みましたが、少し触れただけで
落下してしまい、蕎麦を打つ程の実を集めるのは難
しいと感じました。はるか遠くの地から導入された
シャクチリソバですが、日本全土に根づき、今では
在来の野草たちに交じって、方々の野原や川沿いを
彩っています。　　　文・写真　中澤　博子さん

 

シ
ャ
ク
チ
リ
ソ
バ

　
　
　
　
　
　
（
タ
デ
科
）

 野草散歩（3)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
保
険
料
は

月
額
１
万
５
，
０
２
０
円

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
改

定
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
の
月
額

は
前
年
度
よ
り
80
円
引
き
下
げ
ら
れ
、

１
万
５
０
２
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
４
月
に
送
付
さ
れ
る
１
年
分
の
納

付
書
に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
料
は
２

年
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機

関
で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
口
座
振
替
に
か
か

る
手
数
料
は
不
要
で
す
。）

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
毎
月

納
め
る
方
法
と
、
６
ヵ
月
分
や
１
年
分

を
一
括
し
て
前
払
い
で
納
入
す
る
前
納

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
を
利
用
す
る
と
毎
月
納
め
る
方

法
よ
り
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
、
口
座

振
替
を
利
用
す
る
と
さ
ら
に
割
引
が
あ

り
ま
す
。（
下
段
の
表
）

　

ま
た
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座
振

替
の
早
割
」
で
１
カ
月
早
め
て
納
付
す

る
と
、年
間
６
０
０
円
（
月
額
５
０
円
）

の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
一
部
納
付

（
一
部
免
除
）
の
保
険
料
月
額
は
、
４

分
の
３
納
付
で
１
万
１
２
７
０
円
、
半

前納保険料と割引額（平成 23 年度）
前納方法 １ヵ月分 6 ヵ月分 1 年分

現金支払（毎月）15,020 円 90,120 円 180,240 円

現金支払（前納）
＜割引額＞

―
89,390 円
　 730 円

177,040 円
　3,200 円

口座振替（前納）
＜割引額＞

14,970 円
　   50 円

89,100 円
  1,020 円

176,460 円
　3,780 円

　1 年分を口座振替で前納すると
　　　　　3,780 円もお得です。

額
納
付
で
７
５
１
０

円
、
４
分
の
１
納
付
で

３
７
６
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
一
部

納
付
に
つ
い
て
も
前
納

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

　

日
本
年
金
機
構

　
　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　

22
‐
０
９
４
５
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加藤文太郎
記念図書館

「３月のおすすめの本」
ご案内

にわぜんきゅうの般若心経
にわぜんきゅう著／エフエー出版

般若心経には、何が書かれているかわか
りますか。本書は、般若心経の教えをイ
ラスト入りでやさしく、楽しくわかりや
すく解説しています。読み終えた後には、
心がスッキリとして、やさしい気持ちに
なれます。

宇宙飛行士が撮った母なる地球
　野口聡一メッセージ／中央公論新社

宇宙飛行士の野口聡一さんが、国際宇宙
ステーションに滞在中に撮影した地球の
写真を収めた写真集。宇宙から撮った日
本や世界の写真は、驚くほど美しく、地
球のさまざまな表情を再発見できるかも
しれません。

ポリス猫ＤＣの事件簿
　若竹名七海著／光文社

住人が 30人ほどと 100 匹を超える猫が
暮らす “ 猫島 ”。この小さな島に様々な
事件や、トラブルが発生する。たった一
人の七瀬巡査は、息つく間もなく今日も
てんてこまいに島を駆け回る。七瀬巡査
は相棒のポリス猫ＤＣと共に事件の謎を
解き明かしていく…。

おじいちゃんが、忘れても…
大塚篤子作／ポプラ社

小学５年生の杏は、ジュニアテニスクラ
ブに通って、毎日を楽しく過ごしていま
した。そんな中、やさしくて大好きなお
じいちゃんが、認知症のため少しずつ変
わっていきます…。認知症の祖父と一緒
に暮らす少女の揺れる心と暖かい絆を描
いた感動の物語。

シルム　韓国のすもう
キム ジャンソン作・イ スンヒョン／岩崎書店
シルム ( 韓国相撲 ) は、昔から韓国の人々
に親しまれてきた伝統的な運動競技で
す。力自慢が集まって熱い戦いをくりひ
ろげ、村の大勢の人々が大会を見守りま
す。さあ、大きい力士と小さい力士ががっ
ぷりよつ。手に汗握る勝負の行方は…。
迫力満点の韓国絵本。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『ころわんがはるみっけ！』 他
　◆と 　き　3月26日（土）午後2時～

 『うれしいがいっぱい』 他
　◆と 　き　4月  9日（土）午後2時～

子どもシネマの会　           　
『ころわんのおはなし』

絵本作家が朗読する人気絵本ころわ
んシリーズの動画絵本です。
◆と 　き　  3月26日（土）午後3時～

休館日のお知らせ　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（３月号） 14

３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

は休館日
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広報しんおんせん（３月号）

　
　
　
　

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

岸
田
川
渓
谷
と　
　
　
　

　
　

お
も
し
ろ
昆
虫
化
石
館

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ⑩

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

岸
田
川
流
域
の
谷
が
八
田
地
域
で

す
。
鐘
尾
付
近
の
河
原
で
花
崗
岩
が
露

出
し
て
い
ま
す
が
、
上
流
に
い
く
と
安

山
岩
や
凝
灰
岩
、
泥
岩
砂
岩
、
玄
武
岩

な
ど
の
岩
石
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

岸
田
か
ら
上
流
は
急
激
に
谷
幅
が
狭

く
な
り
ま
す
。
こ
の
Ⅴ
字
谷
の
霧
滝
渓

谷
は
扇
ノ
山
の
山
頂
近
く
ま
で
続
き
ま

す
。
渓
谷
の
上
流
部
に
は
霧
ヶ
滝
や
お

面
ヶ
滝
な
ど
が
あ
り
、
紅
葉
な
ど
四
季

折
々
の
美
し
い
景
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

扇
ノ
山
溶
岩（

120
万
年
前
と
40
万
年
前
）

の
山
頂
付
近
に
は
千
ｍ
級
の
畑
ヶ
平
や

　

Ａ
さ
ん
（
30
歳
）
男
性
の
相
談

　

無
料
動
画
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
ら
、

い
つ
の
間
に
か
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

接
続
。
確
認
画
面
で
年
齢
認
証
に
答

え
た
と
こ
ろ
、「
会
員
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
12
万
円

振
り
込
む
よ

う
に
」
と
表

示
さ
れ
た
。

　

請
求
画
面

が
消
え
な

い
。

　

ど
う
す
れ

ば
い
い
か
。

絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

意
思
と
関
係
な
く
会
員
登
録
さ
れ
た

サ
イ
ト
と
は
、
契
約
が
成
立
し
て
い
な

い
の
で
、
お
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
慌
て
て
支
払
っ
た
り
、
電
話

を
掛
け
た
り
し
な
い
で
下
さ
い
。
表
示

さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
連
絡
す
る
こ

と
で
、
新
た
に
金
銭
の
要
求
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
え
な
い
請
求
画
面
を
取
り
除
く
に

 
パ
ソ
コ
ン
の
請
求
画
面
が
消
え
な
い　
　

上
山
高
原
な
ど
が
あ
り
、
高
原
野

菜
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
流
小
又
川
渓
谷
（
海
上
）
で

昭
和
39
年
、
高
校
生
が
昆
虫
化
石

を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調

査
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
昆
虫
や

植
物
の
化
石
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ

ら
は
千
谷
の
「
お
も
し
ろ
昆
虫
化

石
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
３
百
万
年
前
の
カ
ル
デ
ラ
内
の

霧ヶ滝（左）とおもしろ昆虫化石館（右）

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
た
り
、
メ
ー
カ
ー
の
お
客
様
相

談
室
な
ど
へ
連
絡
す
る
方
法
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

予
防
策
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
（
利
用
規
約
）

を
確
認
し
、契
約
意
思
が
な
け
れ
ば『
は

い
』
を
ク
リ
ッ
ク
せ
ず
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
閉
じ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
占
い
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
未
成
年
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
す
る
場
合
は
、
有
害
サ
イ
ト

を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
ソ
フ
ト
の
導
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

不
安
な
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。　

化
石
か
ら
当
時
の
生
き
物
や
気
候
な
ど

を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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新卒応援ハローワークをご利用ください
　　　　大学生や短大生などの就活を応援する窓口ができました。お気軽に利用ください。
　◇神戸  新卒応援ハローワーク
　　　神戸市中央区東川崎町 1-1-3　神戸クリスタルタワー 12 階　℡（078）351 ‐ 3371
　　　10：00 ～ 19：00（土日祝日休み）
　◇三宮  新卒応援ハローワーク
　　　神戸市中央区小野柄通 7-1-1　日本生命三宮駅前ビル 11 階　℡（078）231 ‐ 8605
　　　10：00 ～ 19：00（土日祝日休み）

H23（2011）.3.10

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 23 年２月 28 日現在

広報しんおんせん（３月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

268-4
音石農地復旧工事 歌長 コンクリートブロック積工

面積 68㎡ 3,255,000 平成 23 年 1 月 27 日～
平成 23 年 3 月 31 日 立道建設㈱

268-8
飛谷農地復旧工事 切畑 法面工 面積 49㎡　コンクリー

トブロック積工 面積 61㎡ 3,087,000 平成 23 年 1 月 27 日～
平成 23 年 3 月 31 日 赤坂土建㈱

（平成 23年 1月 16日～平成 23年２月 15日契約分）

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈲富士建設 土 木 施 工

管理技師 不問 184 ～ 230

㈱大上建設 土 木 施 工
管理技師 59以下 250 ～ 300

㈱マルワ渡辺水産

惣菜総括マ
ネージャー 不問 250 ～ 350
食品統括マ
ネージャー 不問 250 ～ 350
日配統括マ
ネージャー 不問 250 ～ 350

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 125
日本精機宝石工業㈱ 経理事務 30以下 124 ～ 134
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300
㈱隆栄水産 営業 不問 190 ～ 300

販売補助 不問 140 ～ 193
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 150 ～ 250
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護補助 不問 133 ～ 138
たじま農業協同組合 ケアマネージャー 不問 193
㈱リフティングブレーン 惣菜の製造 不問 158
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 136 ～ 182

（温泉地域）
㈱扶桑興業 一般事務 不問 132 ～ 140

㈱西沢製作所 生産管理 不問 128 ～ 143
溶接工 不問 128 ～ 143

㈱井筒屋 案内係 60 以下 154 ～ 179
客室係 60 以下 231 ～ 256

㈱寿荘 客室係 不問 198 ～ 286

㈱みよしや旅館 フロント 61 以下 145 ～ 255
客室係 205 ～ 245

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

介護職 不問 160 ～ 165
正看護師 不問 175 ～ 205
准看護師 不問 169 ～ 188

社会福祉法人春来福祉会
特別擁護老人ホームゆむら

看護師 不問 152 ～ 245
介護員 156 ～ 178

富士綜合警備保障㈱ 警備員 18 以上 176

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
販売店員 不問 750 ～ 1,000
事務員 不問 800 ～ 1,000

㈱隆栄水産 ウ ェ イ タ ー・
ウェイトレス 不問 800 ～ 950

北兵庫代行 運転手 不問 800 ～ 1,000
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,450 ～ 2,180
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 735 ～ 1,000

（温泉地域）
㈱西沢製作所 溶接工 40 以下 735

㈱御やどゆもと
業務部門全般 59 以下 750 ～ 800
業務全般
調理補助 59 以下 750 ～ 800
業務 不問 750 ～ 800

㈱とみや旅館 ナイトフロント 不問 1,000

㈱井筒屋
案内係

不問
1,000

朝食係 850
管理サービス係 850

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 1,200 ～ 1,400
准看護師 1,200 ～ 1,400
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農
地
の
利
用
集
積
に
つ
い
て

広報しんおんせん（３月号）

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

 

★
い
ち
ご
の
淡
雪
か
ん 

完

  ◆  材  料
・いちご・・ 300g
・寒天・・・・1 本
・水・・ 1.5 カップ
・砂糖・・・ 150g
・卵白・・・2 個分
（カスタードソース）
・卵黄・・・2 個分
・牛乳・・1 カップ
・砂糖・・・・30g
・小麦粉・大さじ弱
・バニラエッセンス
　　　・・・・少々

農
地
の
利
用
集
積
と
は

　

あ
る
特
定
の
農
業
経
営
が
、「
所
有
」

「
借
入
」「
農
作
業
受
託
」
に
よ
り
農
地

の
利
用
を
集
約
化
す
る
こ
と
で
す
。

◇
農
地
の
利
用
集
積
の
対
象

　

第
一
に
集
落
内
の
認
定
農
業
者
（
個

人
ま
た
は
農
業
生
産
法
人
）
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、

担
い
手
が
地
域
に

存
在
し
な
い
よ
う

な
集
落
で
は
、
集

落
営
農
の
組
織
化

が
適
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

◇
農
地
利
用
の
移
動
方
法
等

　

法
律
に
基
づ
い
た
農
地
の
貸
借
・
売

買
と
は
、
借
り
手
・
買
い
手
と
、
貸
し

手
・
売
り
手
農
家
と
の
間
の
農
地
の
貸

借
・
売
買
は
、
両
者
が
安
心
し
て
契
約

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
農
地
法

及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

づ
く
貸
借
・
売
買
を
推
進
し
ま
す
。
相

手
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
農
業
委

員
会
へ
申
請
し
、
許
可
が
お
り
れ
ば
成

立
で
す
。

農
用
地
利
用
集
積
計
画

　

地
域
の
担
い
手
に
ま
か
せ
る
場
合
な

ど
は
、
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
り

権
利
移
転
し
ま
す
。

　

農
用
地
利
用
集
積
計
画
と
は
、
町
が

複
数
の
農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い
て
一

括
し
て
定
め
る
計
画
を
作
成
・
公
告
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
法
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
な
く
、農
地
の
権
利
の
設
定
・

移
転
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
で
す
。な
お
、

こ
れ
に
よ
り
設
定
・
移
転
さ
れ
た
賃
借

権
等
は
、
法
定
更
新
が
適
用
さ
れ
ず
、

存
続
期
間
の
満
了
に
よ
り
農
地
は
確
実

に
返
還
さ
れ
ま
す
。

出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト

1
農
地
を
売
っ
て
も
貸
し
て
も
農
地
法

の
許
可
が
不
要
で
す
。

2
貸
し
た
農
地
は
期
日
が
く
れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず
返
っ

て
き
ま
す
。

3
農
地
を
売
っ
た
場
合
、
譲
渡
所
得
に

つ
い
て
８
百
万
円
（
農
用
地
区
域
内

の
農
地
を
買
入
協
議
制
度
に
よ
っ
て

農
地
保
有
合
理
化
法
人
ま
た
は
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
団
体
に
売
り
渡
し

た
場
合
に
は
千
五
百
万
円
）
ま
で
特

別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
け
手
の
メ
リ
ッ
ト

1
経
営
規
模
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
す
。

2
農
地
を
買
っ
て
も
借
り
て
も
農
地
法

の
許
可
が
不
要
で
す
。

3
貸
借
期
間
中
は
安
心
し
て
耕
作
が
で

き
ま
す
。
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り

継
続
し
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
当
事
者
が
請
求
す
れ
ば
、
町
が
所
有

権
移
転
登
記
の
手
続
を
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
に
相
談
を

　

農
作
業
の
受
委
託
は
、
当
事
者
間
の

自
由
な
契
約
で
す
が
、
揉
め
事
を
防
ぐ

為
に
も
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
の
指
導
の

も
と
、
標
準
的
な
契
約
が
結
ば
れ
る
よ

う
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

農
地
の
利
用
集
積
の
現
状
は
、
大
規
模
経
営
層
へ
の
農
業
集
積
が
一
定
程
度

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
が
経
営
す
る
耕
地
面
積
は
全

耕
地
面
積
の
５
割
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

担
い
手
を
確
保
・
育
成
し
、
地
域
農
業
の
維
持
、
発
展
を
図
る
た
め
に
も
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
の
更
な
る
加
速
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
作
り
方

①
寒
天
は
洗
っ
て
固
く
絞
り
、
分
量
の
水
に

約
１
時
間
浸
け
る
。

②
い
ち
ご
は
薄
い
塩
水
で
洗
っ
て
ザ
ル
に
あ

げ
、
ヘ
タ
を
取
る
。

③
①
を
中
火
に
か
け
、
と
き
ど
き
混
ぜ
な
が

ら
溶
か
し
、
完
全
に
溶
け
た
ら
砂
糖
を
入

れ
、
少
し
糸
が
引
く
ま
で
煮
つ
め
る
。

④
乾
い
た
ボ
ー
ル
に
、
卵
白
を
入
れ
て
泡
立

て
、
③
を
徐
々
に
流
し
入
れ
て
、
泡
立
て

器
で
よ
く
混
ぜ
る
。
い
ち
ご
を
入
れ
て
軽

く
混
ぜ
合
わ
せ
、
ぬ
ら
し
た
流
し
箱
に
入

れ
て
冷
や
し
固
め
る
。

⑤
カ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス
は
、
卵
黄
と
砂
糖
、

小
麦
粉
を
よ
く
混
ぜ
た
中
に
、
ぬ
る
め
の

牛
乳
を
徐
々
に
入
れ
て
混
ぜ
、
弱
火
に
か

け
て
木
杓
子
で
混
ぜ
な
が
ら
火
を
通
す
。

火
か
ら
お
ろ
し
て
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を

混
ぜ
、
冷
ま
し
て
お
く
。

⑥
い
ち
ご
の
淡
雪
か
ん
を
適
当
に
切
っ
て
盛

り
つ
け
、
カ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス
を
か
け
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り
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兵庫県国際交流協会の設立 20 周年記念シンポジウム
が 2 月 15 日、神戸市で開かれ、久斗山・安泰寺住職の
ネルケ無

む

方
ほう

さんがパネラーとして出演し、東京大学大学
院教授の姜

かん

尚
さん

中
じゅん

さんらと意見を交換しました。
ネルケさんは「十数か国から参禅者が訪れ、日本人と

切磋琢磨しながら修行している。大事なのは言葉によるコ
ミュニケーションではなく、ともに過ごし、同じ釜の飯を
食べながら、一緒に汗を流すという生活である。これが異
なる文化、共同体をつなぐ鎖になる。」と発表しました。

没後 100 年 前田純孝追悼の集い 

年に一度の磯見漁
　２月 17 日、釜屋の釜屋湾で年に一度の磯見漁が行わ
れ、小さな湾には約 20 隻の小舟が繰り出しました。一
帯は、海中公園に指定されている美しい海で、資源保護
のため禁漁区となっており、毎年この時期の波の穏やか
な日に一度だけ漁が解禁されています。
　当日は、あいにくの曇り空でしたが、漁師たちは、櫓

ろ

を漕いで舟を操りながら、箱眼鏡で海中をのぞき、長い
竹ざおでサザエやアワビを器用に捕獲していました。

　1 月 26 日、韓国の江原道 ( こうげんどう ) 大学の大
学院生ら 5 人が新温泉町山陰海岸ジオパーク館を訪れ、
山陰海岸ジオパークの活動や取組みを学習しました。
　韓国では、北朝鮮との国境付近にある江原道 DMZ( 非
武装地帯 ) 地理公園の、3 年後の世界ジオパークへの加
盟を目指しており、先進地である本町を訪れたものです。
谷本勇館長は、世界認証への取り組みについて、地域の
連携の重要性などを説明し、学生らと熱心な意見交換を
行いました。

山陰海岸ジオパークを手本に

H23（2011）.3.10

広報しんおんせん（３月号）

多文化共生の修行生活

　今年没後 100 年になる諸寄出身の歌人、前田純孝を
追悼する集いが 2 月 11 日、諸寄基幹集落センターで開
かれ、地元の住民や大阪方面のファンなど約 150 人が
集まり遺徳をしのびました。
　集いでは参加者全員が、壇上の写真の前に菜の花を献
花。純孝が作った短歌や友人に贈った詩などが紹介され
ました。大阪城南女子短期大学前学長の佐藤隆一さんが、
教員時代の純孝について講演し、「教職を天職と自覚し、
生徒たちに慕われる教師だった」と語りました。
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　　　　　　　　　　卒業記念に但馬ビーフ

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（３月号）

ゆむら灯火の景
　湯村温泉街を約 2 千本のろうそくの光で照らす「第 8
回ゆむら灯火の景」（同実行委員会主催）が２月 12 日、
13 日の２日間開催されました。
　温泉街の道沿いには、小さな雪だるまがたくさん並び、
メイン会場には山陰海岸ジオパークの海岸線を模した雪
像が登場しました。商店や民家の軒先には但馬牛、モア
イ像、干支にちなんだウサギの雪像などがろうそくの明
かりに照らされ、観光客は散策しながら記念撮影するな
ど、幻想的な雰囲気を楽しんでいました。

　卒業を間近かに控えた夢が丘中学校３年生 71 人が、
レストラン楓で豪華な但馬ビーフステーキ給食を味わい
ました。卒業を祝い地元の特産品を味わってもらおうと、
学校給食センターとＰＴＡ、夢公社が毎年行っているも
ので、今年は 2 月 23 日と 25 日に分かれて行われました。
生徒らは目の前で焼き上げられる但馬ビーフをおいしそ
うにほおばっていました。

　年末から降り続いた雪が山間部を中心に２ｍ以上も積
もり、屋根の雪下ろしや家の周りの雪かきに追われる１
月でした。２月入ると、除雪ボランティアが石橋、多子、
切畑、春来などで除雪作業をしてくださいました。積雪
の多い地域は特に高齢化が進んでおり、重労働で危険
を伴う雪かきはなかなか進まないのが実状です。ボラン
ティアによる雪かき支援は大変ありがたいことです。

（写真は２月２日、石橋地区で屋根の雪下ろしをする天
理教の災害救援隊ボランティア）

雪かきボランティアありがとう

　２月６日、加古川市の加古川河川敷コースで男子 65
回・女子 26 回兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が行われ、
各 45 チーム中、美方郡男子は 44 位、美方郡女子は 34
位と大健闘しました。
　今年から「ふるさと選手」が出場できるようになり、
玉川大学１年の西村沙貴子さん（浜坂中学校出身）が第
１区を任されました。西村さんは区間 15 位の快走をみ
せ、美方郡の原動力になりました。2 区以降も香美町の
中高生らが粘り強く走りつなぎ、好成績を収めました。

ふるさと選手が活躍
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.3.10

ご
案
内

広報しんおんせん（３月号）

先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」  

　

山
田  

稔 

写
真
展　
　

私
流「
は
る
ば
る
と
世
界
旅
」

　

山
田
稔
さ
ん
（
養
父
市
）
が
、
ベ
ト

ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
、
人
や
風
景
に

魅
せ
ら
れ
て
撮
影
し
た
写
真
約
30
点
を

展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
23
日
（
水
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡ 

82
‐
４
４
９
０

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー     

　
　
　

カ
メ
ラ
講
座
生
作
品
展

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
カ
メ

ラ
講
座
の
生
徒
の
写
真
作
品
40
点
を
展

示
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

～
4
月
３
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　

※
月
曜
日
休
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

℡ 

93
‐
０
８
８
８　

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館     

ア
ー
ト
DE
わ
ん
・
に
ゃ
ん
展

　

身
近
な
犬
や
猫
を
、
ア
ー
ト
で
表
現

し
た
立
体
・
平
面
・
書
な
ど
の
作
品
を

集
め
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
10
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
3
月
９
・
16
日
は
休
館

▼
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館

　
　

朝
来
市
多
々
良
木
７
３
９
‐
３

　

℡
（
０
７
９
）
６
７
０
‐
４
１
１
１

温
泉
公
民
館
文
化
展　

テ
ツ
モ
ト
ヒ
ロ
ミ　
　

〝
笑
顔
の
わ
っ
か
〟
イ
ラ
ス
ト
展

　

鳥
取
県
を
拠
点
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
テ
ツ
モ
ト

ヒ
ロ
ミ
さ
ん
の
作
品
35
点
を
展
示
し
ま

す
。「
笑
顔
の
わ
っ
か
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
作
品
は
、
可
愛
ら
し
く
温
か

で
、
観
る
人
に
や
さ
し
い
癒
し
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

28
日
（
月
）
午
後
は
テ
ツ
モ
ト
さ
ん

が
来
場
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
24
日（
木
）～
29
日（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

農
林
研
修
室

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

第 21 回 福 祉 講 演 会　　　　　　

　永 田　萌 さん　

　　 　「夢を育む」　講演会

　永田萌さんは、イラストレーターや絵本作家と
して活躍し、教育や子育て、街づくりの分野でも
活動されています。入場無料
　◇とき　　３月１９日（土）午後１時～３時
　　　　　　オープニングに、フラの会による
　　　　　　フラダンスが披露されます
　◇ところ　浜坂多目的集会施設　２階ホール
　◇イベント
　　うどん、おにぎり、コーヒーのバザー
　　福祉（手づくりマスコット）バザー
　　福祉用具展示・相談、介助犬の実演
　◇その他　要約筆記あり（ＯＨＰ但馬）
　　　　　　託児あり（事前申込みが必要）
　　　　　　　―問い合わせ―
新温泉町社会福祉協議会浜坂支部 ℡ 82 ‐ 10�1

展示作品から
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お
知
ら
せ

　浜坂地域は、変更ありません。

【温泉地域運行表】４月～

毎月第２金曜日
時　　　間 停　車　場　所

12：4� ～ 13：1�  照来小学校
13：30 ～ 13：4�  切畑公民館
13：�� ～ 14：10  多子・宮脇勝幸様宅横広場
14：20 ～ 14：3�  照来診療所
14：4� ～ 1�：00  丹土バス停付近
1�：10 ～ 1�：2�  中辻公民館
1�：40 ～ 1�：��  塩山公民館
16：0� ～ 16：20  飯野公民館

毎月第４金曜日
時　　　間 停　車　場　所

12：�0 ～ 13：20  奥八田小学校
13：3� ～ 13：�0  青下公民館
14：00 ～ 14：1�  岸田出張診療所前
14：20 ～ 14：3�  岸田公民館
14：4� ～ 1�：00  前バス停付近
1�：1� ～ 1�：30  海上公民館
1�：4� ～ 16：00  内山公民館
16：10 ～ 16：2�  八田コミュニティセンター 

※お住まいの地域に関係なく、どのステーションでも
　ご利用いただけます。

移動図書館車「ささゆり号」　
巡回場所・時間の変更 加

藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

移
動
図
書
館
車「
さ
さ
ゆ
り
号
」

　
　

   

巡
回
日
程
の
変
更

　

温
泉
地
域
は
、
４
月
か
ら
冬
期
運
行

を
通
常
運
行
に
変
更
し
ま
す
。（
左
の

表
）

　

な
お
、
浜
坂
地
域
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

返
し
忘
れ
の
本
は            

　
　
　

   

あ
り
ま
せ
ん
か

　

卒
業
、
転
勤
、
転
居
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
し
た
。
返
し
忘
れ
の
本
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

閉
館
時
に
は
図
書
館
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
投
函
く
だ
さ
い
。移
動
図
書
館
車「
さ

さ
ゆ
り
号
」
に
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

親
し
ま
れ
る
図
書
館
づ
く
り
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ

て
生
き
が
い
を
感
じ
、
人
や
本
と
の
出

合
い
や
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

　

町
内
在
住
で
高
校
生
相
当
以
上
の
方

▼
活
動
内
容
・
時
間

　

都
合
の
よ
い
時
間
に
、
で
き
る
範
囲

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
返
却
本
の
整
理
、
書
架
の
整
頓
、
本

の
修
繕　

な
ど

②
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、

お
は
な
し　

な
ど

③
館
内
の
飾
り
つ
け
、植
栽
の
手
入
れ
、

草
取
り　

な
ど

※
そ
の
他
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
登
録
手
続
き

　

４
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
図
書
館
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
す
る
ほ
か
、
図
書
館

主
催
の
研
修
会
に
参
加
い

た
だ
き
ま
す
。

※
い
っ
た
ん
締
め
切
り
ま

す
が
、
通

年
で
募
集

し
て
い
ま

す
。

―
問
い
合
わ
せ―

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１　

平
成
23
年
度　

下
水
道

使
用
料
の
減
免
申
請

▼
対
象
者　

住
民
票
が
あ
っ
て
も
進
学

や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な
ど
で
長

期
に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
浜
坂
地
域　

一
般
住
宅

◇
温
泉
地
域　

地
下
水
や
山
水
を
下
水

道
に
排
水
し
て
い
る
一
般
住
宅

▼
必
要
な
も
の

　

不
在
の
方
の
現
住
所
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
印
鑑
と
現
住
所
が
わ
か

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

◇
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
す
る
場
合
は
、４
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
現
在
（
平
成
22
年
度
）
減
免
中

で
も
、
平
成
23
年
度
も
引
き
続
き
減

免
を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係　

　
　

℡
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課　
　

　

上
下
水
道
係　

℡
92
‐
１
１
３
１
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募　

集

子ども水泳教室 成人水泳教室 ダイエットウォーキング すこやか健康教室
対　象 ３歳～小学生 １８歳以上 １８歳以上 １８歳以上

練 習 日
時  　間

幼　児　火・水
小学生　月・火・水
いずれも
     16:00 ～ 16:�0

火曜日
（年間８ヵ月・32 回）

　10：30 ～ 11：1�

金曜日
　（春夏冬休み 期間、
　  祝日を除く）
　10：30 ～ 11：1�

水曜日
　（春夏冬休み期間、
　  祝日を除く）
　18：00 ～ 18：30

入 会 金
登録料等 1,000 円 1,000 円 ― ―

参加 料
( 月  額 )

月会費
　町内　2,�00 円
　町外　3,�00 円

会員        　　1,000 円
町内　     　   3,000 円
町内 (6� 歳以上 )2,000 円

①リフレッシュ館年間会員は会員登録料に
含まれます。
②会員以外は 1 回につき 100 円と所定の入
館料が必要です。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら  

水
泳
・
水
中
歩
行
教
室

　
　
　
　

   

受
講
生
募
集

　

水
泳
教
室
で
は
、
水
に
慣
れ
る
こ
と

か
ら
水
泳
や
泳
法
の
基
礎
を
、
水
中
歩

行
教
室
で
は
足
腰
に
負
担
を
か
け
な
い

健
康
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

　

ま
ず
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教

室
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

▼
と
き　

３
月
26
日
（
月
）

　
　

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
　

②
午
後
2
時
～
２
時
30
分

　
　

③
午
後
６
時
～
６
時
30
分

▼
定
員　

各
20
名

▼
参
加
料　

無
料

　

※
所
定
の
入
館
料
は
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

３
月
25
日
（
日
）

―

問
い
合
わ
せ―
　

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　
　

℡
92
‐
２
０
０
２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助

成
申
請
の
受
付
は
３
月
31
日
で
終
了
し

ま
す
。

　

手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
、
期
限
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
以
降
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

領
収
書
、
接
種
済
証
、
印
鑑
、
通
帳

国
民
健
康
保
険
か
ら
お
知
ら
せ

70
歳
～
74
歳
で　
　
　

医
療
費
窓
口
１
割
負
担

制
度
は
継
続
さ
れ
ま
す

　

医
療
機
関
等
で
支
払
う
一
部
負
担
金

の
支
払
が
、
1
割
の
方
に
つ
い
て
、
今

年
４
月
か
ら
２
割
に
変
更
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
１
年
間
は
１
割
の
ま
ま
据

え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
は
２
割
負

担
の
予
定
）

　

新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
」
は
簡
易
書
留
で
３
月
中
に
お
届

け
し
ま
す
。

▼
対
象　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
２
割

（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

と
表
示
さ
れ
て
方

※
３
割
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他　

新
し
い
受
給
者
証
は
届
き

次
第
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
　

現
在
お
使
い
の
受
給
者
証
は
、
破

棄
い
た
だ
く
か
役
場
健
康
課
ま
た
は

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課 

国
保
年
金
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所 

住
民
福
祉
課

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

た
く
さ
ん
の
命
を
支
え
て
い
ま
す

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

18
～
69
歳
の
方
を
対
象
と
し
て

４
０
０
ml
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

（
２
０
０
ml
献
血
は
、
必
要
数
の
み
受

け
付
け
ま
す
）
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
25
日
（
金
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
課
健
康
推
進
係（
す
こ
や
か
～
に
）

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０

詳
し
い
情
報
は

兵
庫
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
へ

   http://w
w

w
.hyogo.bc.jrc.or.jp/

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
健
康
推
進
係（
す
こ
や
か
～
に
）

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０

水中ウォーキング
で健康つくりを
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くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 1� 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

新
温
泉
町
立
高
齢
者
大
学 

「
宇
都
野
学
園
」「
と
ち
の

み
学
園
」
学
園
生
募
集

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
学
び
な

が
ら
、
趣
味
、
教
養
を
高
め
、
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
創
造
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、町
立
高
齢
者
大
学「
宇

都
野
学
園
」
と
「
と
ち
の
み
学
園
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
高
齢
者
大
学
で
学
び
、
仲

間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

青年海外協力隊 シニア海外ボランティア
年　齢 満 20 歳から満 39 歳まで 満 40 歳から満 69 歳まで

応募資格 上記年齢（平成 23 年 � 月 16 日現在）であり、
日本国籍を持つ心身ともに健康な方

派遣期間 原則２年 １年または２年
応募締切 平成 23 年５月 16 日（月）※当日消印有効

説明会等
JICA 海外ボランティア経験者のアドバイスを
聞くことができる、体験談＆説明会や個別相
談会も開催されます。
詳細は、問い合わせてください。

　 ＪＩＣＡ海外ボランティア募集
　独立行政法人国際協力機構（JICA）では、自分の持っ
ている技術や経験を活かして、開発途上国の発展に貢
献したいと考えているボランティア精神に富んだ人を
募集します。

　　　　　　　　　― 問い合わせ ―
　　　　　　JICA 兵庫　ボランティア担当
　　　　 　℡（078）261 ‐ 0341（代表）
　　　HP　http://www.jica.go.jp/hyogo/enterprise/
　　　　　volunteer/setsumei.html

縁
結
び
を
支
援　
　
　

ひ
ょ
う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

兵
庫
県
は
、
独
身
男
女
の
出
会
い
と

結
婚
支
援
す
る
、「
但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
但
馬
長
寿
の
郷
に
設

置
し
、
相
談
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
や
個
別
に
お
見
合

い
紹
介
を
行
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◇
受
付
日
時　

火
～
土

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

は
ば
タ
ン
会
員
募
集

　

個
別
の
お
見
合
い
紹
介
を
行
う
「
は

ば
タ
ン
会
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
年
会
費　

３
千
円

―

問
い
合
わ
せ―

　

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

但
馬
長
寿
の
郷
内（
八
鹿
市
国
木
）

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
７
７
０
１

▼
学
習
年
限

◇
宇
都
野
学
園　

本
科
生　
　

４
年

　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
生　

２
年

◇
と
ち
の
み
学
園　

２
年

                 （
３
年
目
以
降
は
研
修
生
）

▼
入
園
資
格

　

満
60
歳
以
上
で
町
内
在
住
の
方

※
宇
都
野
学
園
大
学
院
生
は
宇
都
野
学

園
本
科
生
を
修
了
さ
れ
た
方
に
限
り

ま
す
。

▼
学
習
内
容

　

一
般
教
養
講
座
、

　

専
門
講
座
な
ど

▼
募
集
期
限

　

両
学
園
と
も　

３
月
25
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
野
学
園
事
務
局（
浜
坂
公
民
館
内
）

　
　

℡
82
‐
４
３
３
９

　

と
ち
の
み
学
園
事
務
局（
温
泉
公
民
館
内
）

　
　

℡
92
‐
１
８
７
０　
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

編・集・後・記

2 月下旬、一足飛びに春が来たような暖かい日
が続き、自転車通勤を再開しました。ペダルを漕
ぐ足にも力が入ります。

そんなある日の先人記念館以命亭で、池ヶ平（久
斗山）にある安泰寺住職のネルケ無方さんにお会
いしました。ネルケさんは県国際交流協会主催の
シンポジウムに出演（18 ページ参照）するため
に下山されており、お子さんの通学のため、積雪
期だけ離れて暮らす家族と束の間の団らんを楽し
まれたそうです。その日は寺に帰るため、県道分
岐から約４㌔の雪道をかんじきを履いて歩かねば
ならないとのこと。一日も早い雪解けと春の到来
が待たれる様子でした。

自転車に乗れない雨の日もありますが、季節を
すすめる雨と思い、楽しむことにしましょう。仲

           １月 16 日～ ２月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（３月号）

３月号
vol.66

住　所 氏　　名 8� 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H23（2011）.3.10

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6�92　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

26�3-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0�96）82-3111（

代
）   　

fax（
0�96）82-30�4　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
※

機
種

に
よ

り
一

部
ご

覧
に

な
れ

な
い

ペ
ー

ジ
が

あ
り

ま
す

）
 広

報
し

ん
お

ん
せ

ん
は

、
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.hyogo.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●
　3月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,816 人 （ｰ 13）

　男  8,002 人 （－   1）

　女 8,814 人 （－ 12）

世帯数 �,82� 世帯 （－   4）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

国民健康保険税第 6 期 納期限３月 31 日（木）
　最寄りの金融機関で納めましょう。納税には便利な口座振替制度もご利用ください。　
　口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします。　　

税務課　℡８２ ‐ ３１１３　

＜訂正とお詫び＞
　広報しんおんせん 12 月号 20 ページ「ご
結婚おめでとう」欄で「宮脇　川元義雄」さ
んの文字に誤りがありました。お詫びして訂
正します。


